
使 用 教 科 書 現代高等保健体育（大修館書店），現代高等保健体育ノート（大修館書店）

副 教 材 等
学校指定体育服（Ｔシャツ，ハーフパンツ，ジャージ上下，体育館シューズ，帽
子），運動靴，ファイル

保健体育（体育）

履 修 単 位 ３単位 学 年 ３年

学 科 コ ー ス 商業科　 区 分 必修　・　選択

３．科目を通した評価の観点と評価方法 

評
価
方
法

観察・ワークシート 観察・ワークシート 観察・ワークシート

上に示す観点に基づいて，学習のまとまり（単元）ごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学
習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観点 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

生徒が運動の合理的，計画的な
実践を通して，運動の楽しさや
喜びを深く味わうことができる
ようにすること，運動の多様性
や体力の必要性の理解を基に技
能を身に付けること

運動などについての自己や仲間
の課題や豊かなスポーツライフ
を継続するための課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断する力を養うと
ともに，学習したことを基に，
解決の仕方や気付いたこと等に
ついて自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を養うこと

運動における競争や協働の経験
を通して，公正，協力，責任，
参画，共生などの意欲を育てる
とともに，健康・安全を確保
し，運動に主体的に取り組み，
生涯にわたって継続して運動に
親しむ態度を養うこと

２．授業を受けるにあたってのアドバイス

・体育は実技を伴う教科です。欠席・見学等が多くならないように体調管理に努めましょう。
・実技だけでなく観点別に評価しますので，日頃から集中して授業に取り組みましょう。
・服装は学校指定のものを使用し，忘れ物がないようにしましょう。
・休み時間内に更衣・移動を済ませ，時間いっぱい活動できるように心掛けましょう。
・見学等の連絡は授業が始まる前に済ませましょう。また，見学の際も特別な理由が無い限り体育服に更衣して参加しましょう。
・運動制限等ある場合や諸事情で長期にわたり授業参加が難しいときには相談しましょう。

１．科目を通した学習内容と学習目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわ
たって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるよ
うにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。
（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える力を養う。
（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを
大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。



４．年間を通した学習計画

（より詳細な「学習内容・ねらい」・「評価の観点・評価方法」等については，各単元の最初の授業等で説明します。）

知
技

思

判
表

態
度

オリエンテーション

・授業に対する取り組み方
や，年間の学習内容を理解
する。
・集団行動（集合，整頓，
列の増減）を身に付ける。

【知識】

・体つくり運動では，自己のねらいに応じて，効果的な成果を得るための適

切な運動の行い方があることについて，言ったり書き出したりしている。

・体力の構成要素は，健康に生活するための体力と運動を行うための体力に

密接に関係していることについて，言ったり書き出したりしている。

【運動】
・緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行うことを通して，気付い
たり関わり合ったりすることができる。
・仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を行うこ
とを通して，気付いたり関わり合ったりすることができる。

○

・体力の程度や性別等の違いを超えて，仲間とともに体つくり運動
を楽しむための調整の仕方を見付けている。
・体つくり運動の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，み
る，支える，知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わ
り方を見付けている。

○

・体つくり運動の学習に主体的に取り組もうとしている。
・仲間に課題を伝え合うなど，互いに助け合い高め合おうとしてい
る。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保し
ている。

○

【知識】
〇球技（ネット型・ベースボール型）
・球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦の名称があり，それぞれ
の技術，戦術，作戦には，攻防の向上につながる重要な動きのポイントや安全で
合理的，計画的な練習の方法があることについて，言ったり書き出したりしてい
る。
・競技会で，ゲームのルール，運営の仕方や役割に応じた行動の仕方，全員が楽し

むためのルール等の調整の仕方などがあることについて，言ったり書き出したりし
ている。
〇武道（柔道）
・伝統的な考え方とは，対戦相手は「道」を追求する大切な仲間であることについ
て，学習した具体例を挙げている。
・武道では，各種目で用いられる技の名称や用語があり，それぞれの技には，技の
向上につながる重要な動きや用具の操作のポイント及び安全で合理的，計画的な
練習の仕方があることについて，言ったり書き出したりしている。

【技能】
〇球技（ネット型）
・サービスでは，ボールに変化をつけて打つことができる。

・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に緩急や高低などの変化をつけて打
ち返すことができる。
・チームの作戦に応じた守備位置から，拾ったりつないだり打ち返したりすること
ができる。
〇球技（ベースボール型）
・身体全体を使ってバットを振りぬくことができる。
・仲間の走者の動きに合わせて，塁を進んだり戻ったりすることができる。
〇武道（柔道）
・ 姿勢と組み方では，相手の体格や姿勢，かける技などに対応して，素早く自
然体で組むことができる。
・受け身では，相手の投げ技に応じて安定した受け身をとることができる。

○

〇球技（ネット型・ベースボール型）
・チームや自己の課題を解決するための練習の計画を立てている。
・練習やゲームを行う場面で，チームや自己の活動を振り返り，よ
りよいマナーや行為について提案している。
・球技の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支え
る，知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見
付けている。

〇武道（柔道）
・見取り稽古などから，自己や仲間の動きを分析して，良い点や修
正点を指摘している。
・武道の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支え
る，知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見
付けている。

○

一
学

期

体つくり運動
（体ほぐしの運動）

(1)次の運動を通して，体を動

かす楽しさや心地よさを味わ

い，体つくり運動の行い方，体

力の構成要素，実生活への取り

入れ方などを理解するととも

に，自己の体力や生活に応じた

継続的な運動の計画を立て，実

生活に役立てることができるよ

うにする。

ア　体ほぐしの運動では，手軽

な運動を行い，心と体は互いに

影響し変化することや心身の状

態に気付き，仲間と主体的に関

わり合うことができるようにす

る。

(2)生涯にわたって運動を豊か

に継続するための自己や仲間の

課題を発見し，合理的，計画的

な解決に向けて取り組み方を工

夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えること

ができるようにする。

(3)体つくり運動に主体的に取

り組むとともに，互いに助け合

い高め合おうとすること，一人

一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとすること，合意

形成に貢献しようとすることな

どや，健康・安全を確保するこ

とができるようにする。

球技・武道選択Ⅰ
球技（ネット型・

ベースボール型），
武道（柔道）

〇球技
(1)次の運動について，勝敗を競っ
たりチームや自己の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術などの名称や行
い方，体力の高め方，課題解決の

方法，競技会の仕方などを理解す
るとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開
することができるようにする。
イ　ネット型では，状況に応じた
ボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作
り出すなどの攻防をすることがで
きるようにする。
ウ　ベースボール型では，状況に
応じたバッド操作と走塁での攻
撃，安定したボール操作と状況に
応じた守備などによって攻防する
ことができるようにする。

(2)生涯にわたって運動を豊かに継
続するためのチームや自己の課題
を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫すると
ともに，自己やチームの考えたこ
とを他者に伝えることができるよ
うにする。
(3)球技に主体的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，合意形成に貢献し
ようとすること，一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い高
め合おうとすることなどや，健

康・安全を確保することができる
ようにする。
○武道
(1)次の運動について，勝敗を競っ
たり自己や仲間の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，伝統的な考え方，技の
名称や見取り稽古の仕方，体力の
高め方，課題解決の方法，試合の
仕方などを理解するとともに，得
意技などを用いた攻防を展開する
ことができるようにする。
ア　柔道では，相手の動きの変化

に応じた基本動作から，得意技や
連絡技・変化技を用いて，素早く
相手を崩して投げたり，抑えた

り，返したりするなどの攻防をす
ることができるようにする。
(2)生涯にわたって運動を豊かに継
続するための自己や仲間の課題を
発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己や仲間の考えたことを
他者に伝えることができるように
する。
(3)武道に主体的に取り組むととも
に，相手を尊重し，礼法などの伝

統的な行動の仕方を大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとする
こと，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

知識・技能＝【知技】　思考・判断・表現＝【思判表】　主体的に学習に取り組む態度＝【態度】

備
考

主な評価の観点

学
期

単元の学習内容
単元の学習目標（ねら

い）
単元の評価規準



〇球技（ネット型・ベースボール型）
・球技の学習に主体的に取り組もうとしている。
・フェアなプレイを大切にしようとしている。
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献しようとしている。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保し
ている。

〇武道（柔道）
・武道の学習に主体的に取り組もうとしている。
・相手を尊重し，礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にしようと
している。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保し
ている。

○

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至るライフステージごとに，体格

や体力の変化などに見られる身体的特徴，精神的ストレスの変化などに見ら

れる心理的特徴，人間関係や所属集団の変化などに見られる社会的特徴に応

じた多様な楽しみ方があることについて，理解したことを言ったり書き出し

たりしている。

・各ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方は，個人のスポーツ経験や

学習によって育まれたスポーツに対する欲求や考え方，健康や体力を求める

必要性や個人の健康目標などによっても変化するものであることについて，

理解したことを言ったり書き出したりしている。

・生涯にわたって「する，みる，支える，知る」などのスポーツを多様に継

続するためには，ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方を見付けるこ

とに加え，それぞれの生き方や暮らし方といったライフスタイルに応じた無

理のないスポーツへの関わり方が大切であることについて，理解したことを

言ったり書き出したりしている。

・ライフステージやライフスタイルによっては，仕事の種類や暮らし方に

よって運動に関わる機会が減少することもあるため，仕事と生活の調和を図

ること，運動の機会を生み出す工夫をすること，多様な関わり方を実現する

ための具体的な設計の仕方があることについて，理解したことを言ったり書

き出したりしている。

○

・ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方やライフスタイルに
応じたスポーツとの関わり方について，自己や自己を取り巻く環境
の変化を予想し，自己や社会についての課題を発見している。

○

・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学習に，主体的に
取り組もうとしている。

○

【知識】

・課題解決の方法には，自己に応じた目標の設定，目標を達成するための課

題の設定，課題解決のための練習法などの選択と実践，記録会などを通した

学習成果の確認，新たな目標の設定といった過程があることについて，学習

した具体例を挙げている。

・競技会や記録会で，競技のルール，運営の仕方や役割に応じた行動の仕

方，全員が楽しむためのルール等の調整の仕方などがあることについて，

言ったり書き出したりしている。

【技能】

・自分で設定したペースの変化や仲間のペースに応じて，ストライドやピッ

チを切り替えて走ることができる。

○

・課題解決の過程を踏まえて，自己や仲間の新たな課題を発見している。

・自己や仲間の課題を解決するための練習の計画を立てている。

・陸上競技の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支える，知

る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けている。

○

・陸上競技の学習に主体的に取り組もうとしている。

・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとしている。

・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保している。
○

一
学

期

陸上競技

（ア：長距離走）

(1)次の運動について，記録の

向上や競争及び自己や仲間の課

題を解決するなどの多様な楽し

さや喜びを味わい，技術の名称

や行い方，体力の高め方，課題

解決の方法，競技会の仕方など

を理解するとともに，各種目特

有の技能を身に付けることがで

きるようにする。

ア　長距離走では，ペースの変

化に対応して走ることができる

ようにする。

(2)生涯にわたって運動を豊か

に継続する田Mの自己や仲間の

加地あを発見し，合理的伝える

ことができるようにする。

(3)陸上競技に主体的に取り組

むとともに，勝敗などを冷静に

受け止め，ルールやマナーを大

切にしようとすること，役割を

積極的に引き受け自己の責任を

果たそうとすること，一人一人

の違いに応じた課題や挑戦を大

切にしようとすることなどや，

健康・安全を確保することがで

きるようにする。

一
学

期

体育理論

・生涯スポーツの見
方・考え方

・ライフスタイルに
応じたスポーツ

○体育理論

ア　豊かなスポーツライフの設

計の仕方について理解すること

ができるようにする。

(ｱ)スポーツは，各ライフス

テージにおける身体的，心理

的，社会的特徴に応じた多様な

楽しみ方があること。また，そ

の楽しみ方は，個人のスポーツ

に対する欲求などによっても変

化することについて理解するこ

とができるようにする。

(ｲ)生涯にわたってスポーツを

継続するためには，ライフスタ

イルに応じたスポーツとの関わ

り方を見付けること，仕事と生

活の調和を図ること，運動の機

会を生み出す工夫をすることな

どが必要であることについて理

解することができるようにす

る。

イ　豊かなスポーツライフの設

計の仕方について，課題を発見

し，よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに，他者に伝

えることができるようにする。

ウ　豊かなスポーツライフの設

計の仕方についての学習に主体

的に取り組むことができるよう

にする。

球技・武道選択Ⅰ
球技（ネット型・

ベースボール型），
武道（柔道）

〇球技
(1)次の運動について，勝敗を競っ
たりチームや自己の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術などの名称や行

い方，体力の高め方，課題解決の
方法，競技会の仕方などを理解す
るとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開
することができるようにする。
イ　ネット型では，状況に応じた
ボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作
り出すなどの攻防をすることがで
きるようにする。
ウ　ベースボール型では，状況に
応じたバッド操作と走塁での攻
撃，安定したボール操作と状況に
応じた守備などによって攻防する

ことができるようにする。
(2)生涯にわたって運動を豊かに継
続するためのチームや自己の課題
を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫すると
ともに，自己やチームの考えたこ
とを他者に伝えることができるよ
うにする。
(3)球技に主体的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，合意形成に貢献し
ようとすること，一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い高

め合おうとすることなどや，健
康・安全を確保することができる
ようにする。
○武道
(1)次の運動について，勝敗を競っ
たり自己や仲間の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，伝統的な考え方，技の
名称や見取り稽古の仕方，体力の
高め方，課題解決の方法，試合の
仕方などを理解するとともに，得
意技などを用いた攻防を展開する
ことができるようにする。

ア　柔道では，相手の動きの変化
に応じた基本動作から，得意技や
連絡技・変化技を用いて，素早く
相手を崩して投げたり，抑えた
り，返したりするなどの攻防をす
ることができるようにする。
(2)生涯にわたって運動を豊かに継
続するための自己や仲間の課題を
発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己や仲間の考えたことを
他者に伝えることができるように
する。
(3)武道に主体的に取り組むととも
に，相手を尊重し，礼法などの伝

統的な行動の仕方を大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとする
こと，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。



・国や地方自治体は，スポーツの推進のために様々な施策を行っており，人

や財源，施設や用具，情報などを人々に提供するなどの条件整備を行ってい

ること，また，スポーツの推進を支援するために，企業や競技者の社会貢

献，スポーツボランティアや非営利組織（ＮＰＯ等）などが見られるように

なっていることについて，理解したことを言ったり書き出したりしている。

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴重な文化的財産として未来に継承す

るためには，スポーツには健康で生き生きとした生活をもたらしたり，様々

な人々とつながったりするなどの可能性がある反面，過度な運動による健康

への悪影響や勝利を優先する余り人間関係を悪化させるなどの問題点がある

ことについて，理解したことを言ったり書き出したりしている。

・人生に潤いをもたらす適切な関わり方を継続するためには，「する」だけ

でなく，豊かなスポーツライフを実現するための「みる」，「支える」，

「知る」などの卒業後のスポーツへの多様な関わり方を構想したり，設計し

たりすることが重要であることについて，理解したことを言ったり書き出し

たりしている。

○

・豊かなスポーツライフが広がる未来の社会について，これまで学習したこ

とを基に，将来の自己のスポーツ設計や未来の社会についての自己提案を言

葉や文章などを通して他者に伝えている。
○

・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学習に，主体的に取り組も

うとしている。
○

【知識】

・体つくり運動では，自己のねらいに応じて，効果的な成果を得るための適

切な運動の行い方があることについて，言ったり書き出したりしている。

・実生活への取り入れ方には，自己のねらいに応じた様々な運動の計画など

があることについて，言ったり書き出したりしている。

【運動】
・ 体調の維持などの健康の保持増進をねらいとして，各種の有酸素運動や
体操などの施設や器具を用いず手軽に行う運動例や適切な食事や睡眠の管理
の仕方を取り入れて，卒業後も継続可能な手軽な運動の計画を立てて取り組
むことができる。
・調和のとれた体力を高めることをねらいとして，体力測定の結果などを参
考に，定期的に運動の計画を見直して取り組むことができる。

○

・体力の程度や性別等の違いを超えて，仲間とともに体つくり運動を楽しむ

ための調整の仕方を見付けている。

・体つくり運動の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支え

る，知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けてい

る。

○

・体つくり運動の学習に主体的に取り組もうとしている。

・仲間に課題を伝え合うなど，互いに助け合い高め合おうとしている。

・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保している。
○

二
学

期

(1)次の運動を通して，体を動

かす楽しさや心地よさを味わ

い，体つくり運動の行い方，体

力の構成要素，実生活への取り

入れ方などを理解するととも

に，自己の体力や生活に応じた

継続的な運動の計画を立て，実

生活に役立てることができるよ

うにする。

イ　実生活に生かす運動の計画

では，自己のねらいに応じて，

健康の保持増進や調和のとれた

体力の向上を図るための継続的

な運動の計画を立て取り組むこ

とができるようにする。

(2)生涯にわたって運動を豊か

に継続するための自己や仲間の

課題を発見し，合理的，計画的

な解決に向けて取り組み方を工

夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えること

ができるようにする。

(3)体つくり運動に主体的に取

り組むとともに，互いに助け合

い高め合おうとすること，一人

一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとすること，合意

形成に貢献しようとすることな

どや，健康・安全を確保するこ

とができるようにする。

体つくり運動
（実生活に生かす運
動の計画）

○体育理論

ア　豊かなスポーツライフの設

計の仕方について理解すること

ができるようにする。

(ｳ)スポーツの推進は，様々な

施策や組織，人々の支援や参画

によって支えられていることに

ついて理解することができるよ

うにする。

(ｴ)人生に潤いをもたらす貴重

な文化的資源として，スポーツ

を未来に継承するためには，ス

ポーツの可能性と問題点を踏ま

えて適切な「する，みる，支え

る，知る」などの関わり方が求

められることについて理解する

ことができるようにする。

イ　豊かなスポーツライフの設

計について，課題を発見し，よ

りよい解決に向けて思考し判断

するとともに，他者に伝えるこ

とができるようにする。

ウ　豊かなスポーツライフの設

計の仕方についての学習に主体

的に取り組むことができるよう

にする。

体育理論

・スポーツを推進する

取り組み

・豊かなスポーツライ

フの創造



【知識】

〇球技（ゴール型）

・球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦の名称があり，そ

れぞれの技術，戦術，作戦には，攻防の向上につながる重要な動きのポイン

トや安全で合理的，計画的な練習の方法があることについて，言ったり書き

出したりしている。

・競技会で，ゲームのルール，運営の仕方や役割に応じた行動の仕方，全員

が楽しむためのルール等の調整の仕方などがあることについて，言ったり書

き出したりしている。

【技能】

〇球技（ゴール型）

・味方が作り出した空間にパスを送ることができる。

・空いた空間に向かってボールをコントロールして運ぶことができる。

・侵入する空間を作り出すために，チームの作戦に応じた移動や動きをする

ことができる。

・チームの作戦に応じた守備位置に移動し，相手のボールを奪うための動き

をすることができる。

○

〇球技（ゴール型）

・選択した運動について，チームや自己の動きを分析して，良い点や修正点

を指摘している。

・チームや自己の課題を解決するための練習の計画を立てている。

・球技の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支える，知る」

などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けている。

○

〇球技（ゴール型）

・球技の学習に主体的に取り組もうとしている。

・フェアなプレイを大切にしようとしている。

・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献しようとしている。

・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保している。

○

三
学

期
球技（ゴール型）

〇球技

(1)次の運動について，勝敗を競ったり

チームや自己の課題を解決したりする

などの多様な楽しさや喜びを味わい，

技術などの名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，競技会の仕方な

どを理解するとともに，作戦や状況に

応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができるようにする。

ア　ゴール型では，状況に応じたボー

ル操作と空間を埋めるなどの動きに

よって空間への侵入などから攻防をす

ること。

(2)生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発見

し，合理的，計画的な解決に向けて取

り組み方を工夫するとともに，自己や

チームの考えたことを他者に伝えるこ

とができるようにする。

(3)球技に主体的に取り組むとともに，

フェアなプレイを大切にしようとする

こと，合意形成に貢献しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイな

どを大切にしようとすること，互いに

助け合い高め合おうとすることなど

や，健康・安全を確保することができ

るようにする。


